	数学Ⅱ　2次関数の最大・最小

〔定義域に文字定数を含む場合〕
	日時：平成17年6月18日（土）2校時

	対象：高校1年A組 習熟度別クラス(女子10名)

場所：普通教室
	使用ソフト：Grapes　形態：教師提示

	〔目標〕　
（1） 　定義域に文字定数を含む場合の2次関数の最大値・最小値が，定義域が変化したときにどのように変わるかを調べる。

（2） 　定義域を場合分けして，最大値・最小値を求める。

	〔指導時間〕
１時間　　　　定義域に制限がある場合

１時間(本時)　定義域に文字定数を含む場合

	〔コンピュータを活用するねらい〕
（１）　定義域のパラメーターを2次関数の頂点を含む場合と含まない場合のいろいろな場合に変えて，それぞれの場合の最大値・最小値を調べる。

	〔準備〕
　Grapesファイル，プリント


	時間
	授業内容・活動
	留意点

	15分
	〔プリントにしたがって進める〕
〔例題〕　teigiiki2.gpsを開く。
(1) 　定義域のパラメーターを変化させて，最大値・最小値がそれぞれどのxの値のときになるかを調べる。(教Grapes・生徒)
	・最大値・最小値それぞれについて，定義域の分け方を例えば簡単に表にまとめておく。

	35分
	(2)　(1)の結果から，定義域をどのように場合分けをすればよいかを考える。（教師・生徒）

(3)　場合分けをした定義域で，それぞれ最大値・最小値を求める。（生徒プリント）

　(4)　答えを確認する。（教師・生徒）
	・場合分けは，表をもとに生徒から引き出すようにする。


